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＊1月の税金＊

町県民税（第4期）1月26日まで

国民健康保険税（第4期）

1月31日まで

印　刷　冷牢固印刷合資会社

新町　　　　　′●　　　丸運
高崎∴響くん　　　　　　花田i照久くん

初めてのクリスマス
今日はグノスマス。私達は9日の乳児椙談の日に
集まった今年生まれた赤ちゃんですo

スマスって、くつ下をぶらさけていると．サ
ンタクロースのおじさんがおもちゃや・おかし
をたくさん入れてくれるんだってね。だけどま

ルクや、離乳食しか食べられないんだo
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改善　さ　れ　た　国民年金の月　額

給　　付　　の　　種∴∴類i ���現　行　頼 �改　正　後 

拠 �老∴齢∴年　金 �5　年　年　金 �20，108円 �22，600円 

10　年　年　金 �24，741 �26，550 

25　年　加　入 �39．225 �42，000 

出 年 � �40年加入 1数 2∴∴∴∴級 �62，766 �67，200 

障　害　年　金 ��49．791 39．833 �52 41 41 �250 800 

金 �母子・準母子年金 �子らが1人のとき �39，833 ��800 

母子加算の創設 �0 �15 �000 

遺　児　年　金 �1　人　の　と　き �39，833 �41 �800 

福 �老齢福祉年金 �明治44年4月1日 以前の出生者 �20．000 �22．500 

祉 年 �陣営福祉年金 �1　　　級 �30，000 �33，800 

2　　　　級 �20，000 �22，500 

金 �母子・準母子 iぎ000繋“藷 �子らが1人のとき �26，000 �29，300 

備考1．改正後の5年年金は、7月から21．000円に、8月から22．000円になりま

す。　　2．母子加算の創設は、8月からです。

人のうこき（碁盤苦）
人　　口　　　14．445人（＋91）

男　　　　　　7，009人（＋49）

女　　　　　7．436人（＋42）

世帯数　　　　3I郭3声（＋28）

彊　　入　132　　　転∴∴凪　57

出　　生　　21　　死　　亡　　5

1日元日　　新年祝賀の儀

国
民
健
康
保
険
の
加
入
手
続
は
1
4
日
以
内
に

。
会
社
の
保
険
を
や
め
た
人

。
他
の
市
町
村
で
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
転
入
し
た
人

。
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
人

。
子
供
が
生
ま
れ
た
人

以
上
の
人
は
す
ぐ
に
役
場
に
届
け
出

を
行
い
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
手
続

き
を
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
届
け
出
を
し
な
く
て
2
週
間

以
上
遅
れ
て
加
入
手
続
き
を
さ
れ
た
甥

令
、
保
険
税
は
前
記
の
部
か
ら
が
任
じ

た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
徴
収
さ
れ
、

国
民
性
壊
保
険
証
を
使
え
る
の
は
保
険

証
を
発
行
し
た
日
か
ら
し
か
使
え
な
い

と
い
う
損
を
す
る
よ
う
な
か
た
ち
に
な

り
ま
す
の
で
、
綱
紀
に
か
か
げ
る
よ
う

な
蕃
由
が
生
じ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
遠

賀
町
役
場
福
祉
課
国
保
年
金
係
へ
届
け

出
て
加
入
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

－
国
民
年
金
法
の
改
正
－

先
の
国
会
に
お
い
て
、
国
民
年
金
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

改
I
E
の
要
点
は
、
年
金
額
の
引
上
げ
、
保
険
料
（
掛
金
）
の
改
定
で
あ
り
ま
す

○
改
正
内
容

保
険
料
∴
朗
年
4
月
か
ら
月
哩
、
五
〇
〇
円

笹
金
額
　
別
表
の
と
お
り

高
額
療
養
費
の
請
求
手
続
き
は
済
み
ま
し
た
か

同
じ
月
内
に
同
じ
病
院
や
診
療
所
で

ひ
と
り
の
彼
保
険
者
が
三
万
九
千
円
以

上
の
自
己
負
担
額
を
支
払
っ
た
楊
合
、

三
万
九
千
円
を
超
え
た
金
額
は
国
民
健

康
保
険
の
方
か
ら
払
い
も
と
し
を
し
ま

す
の
で
、
未
請
求
の
方
は
、
印
鑑
、
領

取
替
、
保
険
証
を
持
参
の
う
え
国
保
年

金
係
へ
請
求
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
未
鱒
求
の
ま
ま
2
年
間
過
ぎ

ま
す
と
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注

慈
し
て
下
さ
い
。

原
爆
被
爆
者
Ⅱ
世
の
無
料
健
蹟
診
断
の
実
施

財
団
法
人
日
本
公
衆
衛
生
協
会
は
、

原
爆
被
爆
者
－
世
に
対
し
て
無
料
で
健

康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
、
実
施
検
閲
の
窓
口
で
希
望
の
旨

を
言
っ
て
健
康
診
断
を
受
け
て
下
さ

い。▽
対
象
者
　
昭
和
5
4
年
度
原
爆
被
爆
者

－
世
健
康
診
断
を
受
け
て

い
な
い
者
で
受
診
を
希
望

す
る
人

∇
実
施
期
間
　
昭
和
5
0
年
1
月
純
白
（

月
）
－
1
月
3
1
日
（
土
）

▽
実
施
機
関
　
西
日
本
産
業
衛
生
会
北

なお、

部
予
防
課

九
州
産
業
衛
生
研
究
所
中

央
診
療
所
　
北
九
州
市
小

倉
北
区
船
場
町
2
番
1
0
号

近
藤
ビ
ル
3
階
（
魚
町
パ

ス
備
前
）
　
8
時
5
0
分
－

1
4
時
5
0
分
（
1
2
時
～
1
3
時

如
分
は
休
診
）
　
儀
話
0

9

3

（

5

3

1

）

3

5

2

9
　
他
に
県
内
3
カ
所

詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
衛
生

能
話
0
9
2
（
2
9
1
）

農
業
祭
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

日
月
2
3
日
に
声
援
町
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
遠
賀
郡
農
業
祭
は
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
の
お
か
げ
で
碗
会
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
会
場
で

行
な
い
ま
し
た
農
畜
産
物
の
即
売
や
チ

ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
な
ど
の
売
上
は
、
一
一

十
八
万
九
千
四
百
六
十
六
円
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。
こ
の
売
上
金
は
町
内
の
老
人

福
祉
施
設
「
静
光
囲
」
　
や
岡
垣
町
の

「
母
の
家
」
、
そ
れ
に
西
日
本
新
聞
社

々
会
福
祉
弾
薬
部
を
通
し
て
、
め
ぐ
ま

れ
な
い
方
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
こ
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
と
も
に
、
農
畜
産
物
や
品
物
を

提
供
し
て
下
さ
っ
た
方
々
や
、
お
買
い

上
げ
い
た
だ
い
た
皆
様
の
こ
協
力
に
対

し
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

遠
賀
郡
農
業
振
興
連
絡
協
議
会

4
2
6
7
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

※
ゐ
な
た
は
い
ず
れ
か
の
年
金
に
加
入
済
で
す
か
？

国
民
年
金
の
手
織
き
は
役
場
福
祉
課
国
保
年
金
係
へ
。
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月　月　月　月　月　月　月　月　月　月和
181312　6　5　4　2　30　292856

日　日　日　日　日　日　日　日　日　自軍

第　第　第　第　第第第第　第第
2　3　3　1　3　5　5　4　11

種i頭上頭目囲∵越権逗i遥「謹言題

26日　　舘26回文化財防火デー

消
防
設
備
土
語
習
会

I

i

i

i

‖

、

、

▽
講
習
地
及
び
時
間

○
福
岡
＝
福
岡
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

○
北
九
州
＝
戸
畑
市
民
会
館

○
憩
習
時
間
　
1
0
時
－
1
7
時

▽
受
付
場
所
及
び
日
時

○
県
消
防
防
災
課
（
1
2
月
2
2
日
～
2
4

日
　
1
0
時
～
1
6
時
）

○
北
九
州
市
消
防
局
（
1
2
月
1
8
日
・

1
9
日
　
1
0
時
～
1
6
時
）

生
宅
金
融
公
庫

個
人
向
け
融
資
受
付

閥
和
5
5
年
度
第
4
同
日
の
受
付
け
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

∇
受
付
期
間
（
予
定
）

1
月
下
旬
頃
か
ら
約
1
カ
月
間
琵
度

▽
対
象
者

申
込
人
が
住
む
住
宅
を
新
築
す
る
も

の
で
、
土
地
の
準
備
が
で
き
て
い
る

方
の
う
ち
、
同
居
予
定
者
が
あ
り
、

毎
月
返
済
額
の
5
倍
以
上
の
月
収
が

あ
る
方
、
（
約
1
5
万
円
以
上
）

▽
融
資
限
度
額

木
造
住
宅
で
四
百
十
万
円
か
ら
四
百

九
十
万
円
、
そ
の
他
割
増
し
融
資
の

制
度
も
あ
り
ま
す
。

▽
利
率
　
年
利
5
・
5
％

▽
申
込
場
所

公
庫
業
務
取
扱
い
の
金
融
機
関

詳
細
は
、
公
節
業
務
取
扱
金
融
機
関

ま
た
は
、
公
廓
の
福
岡
支
所
へ
。

砥

話

0

9

2

（

7

1

2

）

5

5

5

5

乳
ガ
　
ン
　
検
診

保
健
所
主
催
の
乳
ガ
ン
検
診
が
行
な

わ
れ
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込

ん
で
下
さ
い
。

▽
申
込
み
場
所

連
賀
町
役
場
保
健
衛
生
係
の

窓
口
ま
た
は
唱
話
に
よ
る
申

込
み

▽
受
付
日
　
1
月
6
日
か
ら
定
員
5
0
名

に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す

▽
期
　
日
　
1
月
2
1
日
（
水
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
5
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
4
時
－
1
5
時

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
撰
）

▽
料
　
金
　
無
料

懸

賞

文

募

集

∧
テ
ー
マ
V
く
ら
し
の
中
の
健
康
作
り

▽
原
　
稿
　
枚
数
は
細
字
諾
原
稿
用
紙

1
～
1
0
枚
。
原
稿
に
は
表
紙
を
つ
け

氏
名
、
住
所
、
郵
便
番
号
、
年
齢
、

陸
別
、
職
菜
、
態
諸
番
号
を
明
証
。

原
稿
は
未
発
表
の
も
の
で
、
統
計
、

図
表
、
文
章
の
引
用
は
、
出
典
を
明

記
の
こ
と
。

▽
締
切
り
　
昭
和
5
0
年
2
月
猟
日

▽
送
り
先
　
〒
棚
　
東
京
都
港
区
高
輪

3
の
1
3
の
2
2
　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

態
欝
文
募
集
係

曹
一
遇
事
故
の
ご
山
欄
隊
は
ご
遠
慮
を
く
ど
う
ー
で

平
日
は
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四
時
半
ま
で
（
土
9
日
は
正
午
ま
で
）

京
口
の
織
機
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
織
に
応
じ
ま
す

弁
義
士
相
談
日
　
毎
週
全
軍
午
後
－
時
～
午
後
四
時

社
団
法
人
　
日
本
韻
豊
田
保
険
協
会

小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

北
九
州
市
小
倉
北
区
紺
屋
町
九
－
一

明
治
生
命
ピ
ル
八
隠

小
　
倉
　
闇
　
杢
　
事
　
務
　
所
　
内

か
書
類
0
0
．
嬰
〓
龍
某
日
－
－
一
－
茹
↓

老
人
憩
の
家
休
館
の

お

知

ら

せ

▽
年
末
年
始
休
館
日

1
2
月
2
9
日
か
ら
1
月
4
日

▽
定
期
休
館
日
　
毎
週
月
親
日

1
2
月
1
0
日
号
で
1
月
5
日
か
ら
利
用

と
記
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
年
1
月

5
日
は
月
曜
で
休
館
日
と
な
り
ま
す
の

で
l
月
6
日
か
ら
利
用
下
さ
る
よ
う
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

お
ん
が
短
歌
会
談
草

河
申
開
蕾
先
生
選

嘱
　
離
散

そ
れ
ぞ
れ
に
親
と
な
り
た
る
教
え
子
ら

ビ
ー
ル
に
酔
い
て
届
く
み
唄
う

白

石

一

夫

広
さ
野
に
一
人
し
居
れ
ば
り
ん
ど
う
の

色
に
澄
み
た
る
空
掬
い
た
し

高
崎
　
咲
江

お
お
か
た
は
鎚
も
か
け
ず
に
明
け
暮
れ

し
部
の
た
つ
き
の
懐
し
ま
る
る

柴
田
　
　
房

や
わ
ら
か
き
朝
の
日
が
照
り
菖
詩
の
わ

れ
心
清
し
き
今
朝
の
始
ま
り

久
野
き
よ
の

道
の
辺
に
迷
い
い
で
た
る
英
子
も
ら
し

サ
リ
蟹
一
匹
逝
く
秋
の
日
に

高
崎
　
そ
の
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1月上期の遠賀町主要行事

カギをかけよう

昭和56年1月11日（目）は、午前中合同出初式がめります。そのため当日新町のB駐軍機（一時利用）

Iま、関係者が使用しますから、一般は利用できませんのでお知らせいたします。

防
犯
月
間
に
あ
た
っ
て

毎
年
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
年

の
誌
に
な
り
ま
す
と
多
発
し
て
く
る
犯

罪
防
止
の
た
め
に
1
2
月
1
日
か
ら
3
1
日

ま
で
年
末
犯
罪
特
別
警
戒
期
間
が
定
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
期
間
は
弾
幕

を
中
心
に
民
間
の
防
犯
組
織
も
加
わ
っ

て
、
犯
罪
の
防
止
に
努
め
ろ
わ
け
で
す

が
、
そ
の
時
が
く
る
と
「
こ
の
様
な
行

事
は
営
業
が
単
独
で
行
な
っ
て
然
る
べ

き
で
あ
り
、
住
民
の
参
加
が
な
ぜ
必
要

な
の
か
。
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

こ
こ
で
、
警
察
官
及
び
住
民
の
協
力

が
な
ぜ
必
要
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と

を
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
一
国

の
文
化
の
高
低
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
す

る
も
の
の
一
つ
に
そ
の
国
で
逼
る
犯
罪

の
数
が
よ
り
少
な
い
こ
と
と
犯
罪
者
の

検
挙
率
が
よ
り
高
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
ち
な
み
に
、
日
本
、
ア
メ
リ

カ
、
フ
ラ
ン
ス
の
三
か
国
の
住
民
一
万

人
に
対
す
ろ
聾
祭
宮
の
数
は
、
日
本
が

1
8
人
、
ア
メ
リ
カ
が
2
8
人
、
フ
ラ
ン
ス

が
鉛
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
次
に
犯

罪
の
検
挙
率
は
、
日
本
が
犯
罪
発
生
件

数
に
対
し
て
8
5
％
の
検
挙
率
を
示
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
が

餓
％
、
ア
メ
リ
カ
が
4
5
％
弱
と
い
う
数

字
で
す
。
こ
の
数
字
か
ら
判
断
し
て
い

き
ま
す
と
、
日
本
の
警
察
官
が
と
び
抜

け
て
優
秀
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
次
の
様
な
こ
と
も
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
即
ち
、
日
本
人
は
民
旗

桂
と
し
て
罷
恵
に
対
し
て
さ
び
し
い
嬉

恵
の
鍋
倉
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
観
念
が
旺
盛
な
暫
疾
患
諭
と
し
て
存

在
し
、
又
、
そ
の
国
民
性
が
犯
罪
の
発

生
を
最
少
隈
に
と
ど
め
、
検
挙
率
を
高

め
て
い
る
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
高
い
水
準
の
日
本
の
文
化
を
維
持

し
、
よ
り
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
私

達
一
人
一
人
が
い
ま
以
上
の
防
犯
意
識

を
も
つ
こ
と
と
、
警
察
官
自
体
の
効
率

的
知
性
は
、
共
に
欠
か
せ
な
い
必
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

町
防
犯
協
会
長
　
枝
　
沢

冬
休
み
の

県
内
主
な
催
し

1
2
月
3
1
日
　
宗
像
大
社
「
大
祓
式
」

1
月
1
日
　
小
倉
城
総
登
城

1
月
3
日
　
宮
崎
常
玉
せ
せ
り

〃
　
　
　
観
音
山
の
金
坐
禅
お
火
焚

き
祭
（
那
珂
川
町
）

1
月
5
日
　
御
挺
生
祭
（
宇
美
八
滴
宮
）

1
月
1
日
　
太
宰
府
天
満
宮
う
そ
か
え

鬼
す
べ

〃　　　鬼破（久留米市）

〃
　
　
　
老
松
神
社
迫
鰹
祭
（
前
原

町）

・・編集後記・・

今
年
も
い
よ
い
よ
残
す
と
こ
ろ
一
週

間
と
な
り
ま
し
た
が
、
広
報
「
遠
賀
」

も
、
昭
和
弱
年
発
行
は
こ
れ
が
最
後
。

今
年
の
広
報
で
昨
年
ま
で
と
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
は
、

○
紙
を
上
質
に
し
て
読
み
や
す
く
し
た

O
m
日
号
の
表
紙
は
墳
さ
ん
の
絵
、
2
5

日
号
を
写
真
、
と
い
う
よ
う
に
分
け

た。
0
シ
リ
ー
ズ
を
増
や
し
た
（
農
耕
民
俗

資
料
館
内
み
て
あ
る
き
）

な
ど
が
主
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
み

な
さ
ん
は
昨
年
と
比
べ
て
ど
う
思
わ
れ

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

今
後
こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、
こ

の
よ
う
な
シ
リ
ー
ズ
は
ど
う
か
9
等
々

の
御
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
よ
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い

＜
縞
集
部
一
同
∨


